
環境・安全報告書 ２０１２
Environmental and Safety Report 2012



ＣＯＮＴＥＮＴＳ

環境・安全報告書２０１2

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

ページ

ご挨拶

会社概要

経営基本方針

【環境報告】

コーティング・ケア活動

環境マネジメントシステム（ISO 14001）

環境保全活動の目標と実績

・エネルギー使用量、ＣＯ２排出量

・大気汚染物質排出量、水質汚濁物質排出量

・ＰＲＴＲ対象物質等の取扱量・排出量、廃棄物管理

環境配慮型製品のご紹介

・建築塗料分野

・防食塗料分野

・道路用塗料分野

・電着塗料分野

・粉体塗料分野

・工業用塗料分野

【安全衛生報告】

労働安全衛生

保安防災

品質保証体制

化学製品の情報提供

従業員、地域とのかかわり

事業所サイトレポート



いきます」とうたっています。また「品質、安全、環境に関する経営基本方針」を定め、「安全はす

べてに優先する」ということを徹底するとともに、環境にやさしい製品の開発・供給を通じ社会の発

展に貢献するなど、品質、安全、環境対応について常に最優先で取り組んでいます。

具体的には、当社工場におけるエネルギー使用の効率化やＣＯ２排出量の削減などにより、環境負

荷低減を進める一方、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の排出を抑えた水系塗料・無溶剤塗料や粉体塗料

など、環境対応形塗料の開発を以前より積極的に推進しており、環境配慮型製品の割合は業界におい

てトップの水準を保っています。

また、環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）に基づき、全社で国際規格に適合した環境保

全活動を継続的に行っており、さらには日本塗料工業会が推進する自主的な管理活動である「コーテ

ィング・ケア」（環境・安全・健康に関するプログラム）実施を宣言し、着実に成果をあげています。

塗料という化学物質を取扱う当社としては、人や自然環境へのリスクを正しく認識し管理するとと

もに、コンプライアンス（法令遵守）体制に基づく社内管理の確立を継続的に進めてきましたが、こ

れからも社会の一員としての責任を果たし、品質・安全に配慮しつつ環境保全に貢献できるよう、企

業活動を推進してまいります。

神東塗料の環境・安全などへの取り組みをまとめた「環境・安全報告書２０１２」を本年もお届け

いたします。当社の「品質、安全、環境」に対する取り組みについて、皆さまのご理解をいただけれ

ば幸いです。

今後とも皆様のご支援、ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申しあげます。

私たちは様々な資源を消費して産業活動を行うことにより、

豊かで快適な社会生活を実現してきましたが、一方でＣＯ２排

出量増加にともなう地球温暖化や資源開発に伴う自然破壊と

いったさまざまな環境問題が深刻化しています。

このことは人類の生存に関わる大きな脅威であり、国およ

び世界的なレベルでさまざまな取り組みが行われていますが、

社会・経済活動の重要な担い手である各企業にとっても、こ

れら環境問題への対応が、経営施策における重要課題である

ことは言うまでもありません。

当社は、従来から環境保全に積極的に取り組んでおり、「企

業理念」においても「塗料づくりを通じて素材を保護し豊か

な色彩とさわやかな環境の創出により快適な暮らしを支えて
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ご挨拶

代表取締役社長
２０１２年９月

玉村 隆平
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会社概要

神東塗料グループは創業以来、塗料の製造・販売を通し、皆様の暮らしにお役に立とうと努力してまいりました。環境の世紀

といわれる２１世紀に、これからも「さわやかな環境の提案」をすることで、豊かな社会づくりに全社員一丸となって貢献し

てまいります。

商 号

本 社

設 立 年 月 日

資 本 金

代 表 者

従 業 員

決 算 期

事 業 内 容 １.

２.

３.

４.

５.

神東塗料株式会社

尼崎市南塚口町六丁目１０番７３号

昭和８年４月１７日

２２億５千５百万円

代表取締役社長　玉村隆平

３５６名(平成２４年３月３１日現在)

３月末日

次の製品の製造、加工および売買

・塗料、顔料、合成樹脂、油脂、化成品

・電子機器、光通信機器、磁力機器および部品

ならびにその材料

・塗装設備およびこれに関連する機械器具装置

ならびに材料

・土木建築用資材および住宅用資材

・前記各製品に関連するシステム

前号に掲げる製品の輸出および輸入

塗装工事その他各種建設工事の設計、施工およ

び監理ならびにこれらに関する技術指導

塗装設備およびこれに関連する機械器具装置の

設備工事請負ならびに設計監理

前各号に付帯関連する一切の事業

概 要

過去４年間の連結業績の推移

事業所

尼崎事業所 千葉事業所 東京事業所 名古屋事業所

【国内ネットワーク】
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経営基本方針

神東塗料グループは、変化する社会・経済諸情勢のもと、公正な企業活動により、株主の皆様を中心とした様々なステークホ

ルダーの利益に適うようにすることがコーポレート・ガバナンスの基本であると認識しており、その充実に努めています。

また、神東塗料グループは下記の「企業理念」を経営の基本理念とし、「新行動指針」を基本的な行動指針として事業活動を行

っております。

コーポレート・ガバナンス ／ 企業統制

品質、安全、環境に関する基本方針

[企業理念]
①塗料づくりを通じて　素材を保護し

豊かな色彩と　さわやかな環境の創出により

快適な暮らしを支えていきます。

②伝統を活かし　堅実と信用を第一に　

お客様に信頼される会社であり続けたい。

③会社を愛する真心を大切にし　

自らの使命と責任を全うすることに

限りなく情熱を燃やします。

[新行動指針]
①顧客第一の信念に徹しよう。

お客様の声に感謝し　お客様が満足し

お客様に信用していただける経営に邁進する。

②神東の持ち味を発揮し、競争力を強化しよう。

技術(品質)の神東　環境(水)の神東　真心(誠心誠意)の神東

③すべての業務を改革し、より高い目標にチャレンジしよう。

もっと工夫を　もっと実行を　もっとスピードを。

代表取締役 取締役会 

株主総会 

監査役会 

内部監査部 

会計監査人 

営業本部 技術本部 生産本部 支援部門 
グループ 
会社 

監督 

報告 

選任・解任 選任・解任 選任・解任 

監査 

監査 

連携 

内部監査 

コーポレート・ガバナンス体制図 

連携 

神東塗料の品質、安全、環境に関する基本方針は次の通りです。

当社は､信用と誠実を旨とし､全従業員の英知と活力を結集して人類生存の基盤を支え､社会の

発展に有用な製品を開発､生産､供給することによって､社会の発展に貢献する。

このような理念に基づいて､当社は開発､生産､物流､販売などのあらゆる段階において､品質､

安全､環境に関し､以下の事項を最優先事項として取り組む。

１.顧客が満足し､かつ安心して使用できる品質の製品とサービスを提供する。

２.無事故･無災害の操業を続け､従業員と地域社会の安全を確保する。

３.原料･製品の安全性を確認し､顧客､一般消費者､従業員､物流関係者などの関係する人々への

健康障害を防止する。

４.製品の開発から廃棄に至るまでの当社製品の全生涯にわたり環境負荷の評価と低減を継続

的に行い､環境保護に努める。

全部門･全従業員は､この｢品質､安全､環境に関する基本方針｣の重要性を認識し､法令等要求事

項を遵守することはもとより､自主的活動を推進し､常に改善を図ることに努められたい。
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「コーティング･ケア｣とは、国際塗料印刷インキ協議会が提案し、社団法人日本塗料工業会が推進す

る塗料における製品の開発から製造、物流、使用、廃棄に至るまでのすべての過程において、自主的

に、環境・安全・健康面の対策を行なう管理活動を推進する活動です。

神東塗料は、コーティング・ケアの精神に賛同し、塗料のみならず神東塗料のすべての製品に対して、

環境・安全・健康の自主管理活動を実施していくことを２００２年２月１日に宣言しました。

神東塗料は、環境が声高に謳われなかった時代から「水の神東」として有機溶剤を使用しない水系塗

料への転換を早くから進めてきました。また、粉体塗料や無溶剤系塗料、有機溶剤含有量の少ない低

ＶＯＣ塗料の開発にも積極的に取り組むことにより、地球環境にやさしい塗料の提供を進めてき

ました。

さらに、塗料製造工程の公害防止対策として尼崎工場では溶剤臭除害装置(活性炭吸着による溶剤回

収装置)の設置や省エネルギー、廃棄物の削減等にも積極的に取り組んで成果をあげてきました。

その結果、現在では水系塗料、粉体塗料、無溶剤系塗料の販売量に占める割合は約７２％、低ＶＯＣ

形塗料を加えると８３％に達しています。この比率は塗料業界(平均約５０％)ではトップクラスです。

環境配慮形(低ＶＯＣ)塗料数量比率（2007～2011年度）

コーティング・ケア活動【環境報告】

項　目

製造
管理指針

1. 従業員の安全と健康
2. 作業（工程の安全性）
3. 環境管理（公害防止/廃棄物管理）

1. 運送者の教育・訓練
2. 運送中の危機管理
3. 運送管理
4. 配送業者の教育・訓練
5. 緊急対応

1. 製品開発管理
2. 環境/安全/健康に関する教育と情報提供
3. 製品の安全性

1. 緊急対応計画
2. 従業員教育と訓練
3. 地域社会との連絡

休業災害０件　不休業災害　４件
作業手順書２２８件見直し実施
エネルギー使用量前年比１.９％増加
産業廃棄物埋立量７１％削減（2003年度比）

運送会社との定期連絡会を実施
イエローカードの携帯を徹底
GHSラベルの記載内容を周知
運送事故初期対応訓練の実施

環境配慮形塗料比率　８３％
重金属含有原料取扱量３０％削減（2003年度比）
化学物質取り扱い教育の実施

防災マニュアルの見直し実施
静電気対策の実施の徹底
防災・避難訓練の実施
事業所周辺の清掃活動の実施
工場見学の実施

運搬・配送
指針

製品生涯
管理指針

地域社会
責任指針

２０１１年度達成度



軽 欠 点 ：１件 軽 欠 点 ：１件 軽 欠 点 ：２件

改善の機会：４件 コ メ ン ト：２件 改善の機会：２件
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推進体制

内部環境監査

神東塗料は、環境マネジメントシステムの国際規格であるＩＳＯ１４００１の導入を推進し、２００２年１月に全社（千葉・

東京・尼崎の３事業所）で取得を完了しました。そして、その取り組みを継続的に改善し、かつ確実に進めるため、社長をトッ

プとした推進体制を確立し、環境配慮の活動に取り組んでいます。

内部環境監査は、外部の内部監査委員養成講座にて教育・認定を

受けた弊社社員が、ＩＳＯ１４００１規格の取り組み推進のため

定期的に実施しています。千葉事業所・東京事業所・尼崎事業所

において各組織単位で設定された「環境目標および実施計画」の

取り組み進捗状況や、環境関連法規制の遵守状況など、環境マネ

ジメントシステムの実践について監査を実施しています。

２０１１年度は、環境マネジメントシステム活動の一層の定着化

を目標に、内部監査員の人員補充と内部監査基準の標準化を図る

など、さらなるレベルアップを推進しました。実際の監査では、

内部監査員が、厳しく各組織の取り組み状況の確認と指摘を行い

ました。

外部環境審査
外部環境審査は、１年毎に実施される維持審査と３年毎の更

新審査とがあり、全事業所ともに認証取得を継続しています。

２０１１年度の審査における指摘事項は、「環境側面」「遵守

評価」に関する事項などが挙げられました。指摘された欠点

については、直ちに是正し、他事業所に水平展開することに

より、全社で環境マネジメントシステムのレベルアップに取

り組んでいます。

登録日 登録番号
千葉事業所 2001年1月22日 JCQA-E-0215

東京事業所 2002年1月28日 JCQA-E-0345

尼崎事業所 2002年1月28日 JCQA-E-0346

審査機関

ISO 14001 認証書（千葉） ISO 14001 認証書（東京） ISO 14001 認証書（尼崎）

営 業 本 部

技 術 本 部

生 産 本 部

支 援 部 門

環境管理責任者社　　　長

環境管理会議

事 業 所 長

環境マネジメントシステム（ISO 14001）【環境報告】

項目

対象部門数

内部監査員数

軽欠点指摘

件数 コメント

２０１１年度

千葉

８

２２

０

1

8

8

1

2

２１

２９

3

1

東京 尼崎

内部環境監査の実施状況

２０１１年度

千葉 東京 尼崎

第２回維持審査 第１回維持審査 第１回維持審査

外部環境審査の実施状況

外部環境審査

（２０１１年８月に「コメント」が

「改善の機会」に表現が改められた。
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エネルギー使用量
２００７～２０１１年度のエネルギー使用量は以下の通りです。

２０１１年度は、生産量の増加に伴いエネルギー使用量は増加しましたが、全社をあげて省エネルギー化に取り組んだ結果、

エネルギー使用に係わる原単位の対前年比は低下しました。

地球環境への負荷低減としてプロセスの変

更、省エネ機器の導入、生産設備の効率の

改善、機器の変更、および運転方法の最適

化等の省エネルギーを優先した施策を進め

ています。

・エネルギー使用に係わる原単位

生産量とエネルギーの使用量に基づいて

算出

エネルギー使用量

ＣＯ２排出量
２００７～２０１１年度のＣＯ2の排出量は以下の通りです。

２０１１年度は、生産量の増加及び夏期に実施した工場操業時間の変更により、ＣＯ2排出量が前年に比べ増加しました。

地球温暖化の原因であるＣＯ2排出量の低

減に向けた高効率運転化への変更等の改善

を進めていますが、生産量の増加、夏期に

実施した工場操業時間の変更により、ＣＯ2

排出量も前年より増加しました。

ＣＯ2排出量

環境安全衛生に関する平成２４年度全社方針
「企業理念」「新行動指針」「品質、安全、環境に関する経営基本方針」「事業所環境方針」に基づき、事業活動の基盤である無

事故・無災害による安定操業を確保・継続し、環境保全、製品の危険有害性の低減などのコーティング・ケア活動を通じて、

企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果たすことにより、社会からの信頼を高め、企業競争力の向上を図る。

（１） 無事故・無災害を達成し、安定操業を確保・継続する。

（２） 事業活動に伴う環境負荷を低減させ、環境負荷の低い製品の開発を推進する。

（３） 法規制等を周知し、自主管理活動によって遵守の徹底を図る。

（４） ５Ｓ活動を充実させる。

環境保全活動の目標と実績【環境報告】



7

大気汚染物質排出量
２００７～２０１１年度の大気汚染物質（ＳＯｘ、ＮＯｘ、ばいじん）の排出量は以下の通りです。

大気汚染物質排出量の低減に向けた高効率

運転化への変更等の改善を進めています

が、生産量の増加、夏期に実施した工場操

業時間の変更により、ばいじん、ＮＯｘ排

出量も前年より増加しました。

一方、ボイラーの燃料には硫黄を含まない

灯油を使用しているため、ＳＯｘの発生量

には影響しませんでした。

大気汚染物質のＳＯｘ及びＮＯｘとは、二酸化硫黄、三酸化硫黄、大気中の水分と結合して生じる硫酸ミストや一酸化窒素、二

酸化窒素のことです。

ばいじんとは、「ばい煙」のひとつで、すすや燃えかすの固体粒子状物質のことを言います。大気汚染防止法では「燃料その他の

物の燃焼又は熱源としての電気の使用に伴い発生する」ものと定義しており、無機物質、有機物質、各種金属等が含まれます。

排出量

水質汚濁物質排出量
２００７～２０１１年度の水質汚濁物質の排出量は以下の通りです。

排水中のＣＯＤ（化学的酸素要求量）、窒

素および燐の排出濃度は規制値を下回って

おります。

今後も節水、排水処理設備の維持により、

法規制値の遵守に努めてまいります。

ＣＯＤ（化学的酸素要求量）とは、海水などに含まれる被酸化性物質（主として有機物）を、酸化剤を用いて一定の条件のもと

で酸化するときに消費される酸化剤の量を、酸素の量に換算したものです。海域及び湖沼における有機物による水質汚濁の指標

となっています。

排出量
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ＰＲＴＲ対象物質等の取扱量・排出量
２００７～２０１１年度のＰＲＴＲ対象物質等の取扱量および排出量は以下の通りです。

イソプロピルアルコール・メチルイソブチルケトンは自主管理物質です。

PRTR対象物質および自主管理物質の取扱量・

排出量の低減に努めていますが、２０１１年

度は生産量の増加に伴ない取扱量・排出量と

も微増となりました。

廃棄物管理

製造時などに発生する廃棄物について管理

を行っています。

２０１１年度は、生産量が前年比で増加し

たにも関わらず、廃棄物発生量の削減と再

資源化率を高める取り組みにより廃棄物発

生量(原単位)は横ばいとなりました。



9

神東塗料は、｢さわやかな環境の提案｣のスローガンのもと、地球環境保護のため環境配慮形塗料の開発を進

めています。

【建築塗料分野】

環境対応形２液無溶剤エポキシ樹脂塗り床材『ユカトップエポハード』

（特長）
・厚生労働省室内濃度指針値１３物質および文部科学省｢学校環境衛生の基

準｣６物質を配合しておりません。

・鉛やクロムなどの有害重金属を配合しておりません。

・耐衝撃性、耐摩耗性に優れています。

・耐水性、耐薬品性、耐油性に優れています。

・低アウトガス設計です。

・シームレスで光沢のある仕上がりが可能です。

「ユカトップエポハード」は、厚生労働省室内濃度指針値１３物質を含まない環

境対応形無溶剤エポキシ樹脂塗り床材です。

シームレスで光沢のある仕上がりが可能で、乾燥塗膜は耐水性、耐薬品性、耐

磨耗性に優れています。

（用途）
・機械工場、精密工場、食品工場などの床。

・倉庫、実験室などの床。

・学校、病院などの床。

・(社)日本塗料工業会登録のＦ☆☆☆☆

（特長）
・コンクリート、モルタルなどに生じるひび割れに対して高弾性主材が躯体

を長期間保護します。

・上塗は耐候性に優れたアクリルシリコン樹脂塗料で、長期にわたり主材層

を保護します。

・低汚染化処方により優れた耐汚染性を発現します。

・下塗から上塗まで、全て水系の仕様が可能です。

・主材はＪＩＳ Ａ ６０２１(建築用塗膜防水材)の耐疲労試験に合格しており、

防水性、長期耐久性に優れます。

（用途）
・物流倉庫、工場、集合住宅など長期耐久性が要求される建築物

(コンクリート、モルタルなど)の外壁面

高弾性防水形仕上工法　『ハイラバーウォール』

「ハイラバーウォール工法」は、高弾性、高耐久性主材と高耐候性上塗を組み合

わせた工法です。

建物に発生したひび割れに追従することにより、躯体の保護、防水効果が得ら

れます。

環境配慮型製品のご紹介【環境報告】

高層建築物や一般住宅向けの塗料には美観と保護の機能が求められます。

また作業者やエンドユーザーの健康を配慮し、速乾性と作業性、エンドユーザーのニーズに応えた高機能な

環境対応形塗料を提供しています。
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弱溶剤形防食塗装システム　『シントーマイルドシステム』

【防食塗料分野】

（特長）
・下塗「ネオゴーセーマイルド下塗」、中塗「シントーフロン＃１００マ

イルド中塗」、上塗「シントーフロン＃１００マイルド上塗」を組み合わ

せたシステムは鋼橋の塗替塗装をはじめ数多くの実績を有しています。

・ミネラルスピリットを主体とするため、臭気がマイルドで、旧塗膜適性

にも優れています。

「シントーマイルドシステム」は、光化学オキシダント発生の影響が少ない弱

溶剤（ミネラルスピリット）を使用し、鉛・クロムなどの有害重金属を含ま

ない環境に配慮した防食塗装システムです。

（ラインナップ）
下塗：ネオゴーセーマイルド下塗

（弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗）

中塗：ＮＹポリンＫマイルド中塗

（ポリウレタン樹脂塗料用中塗）

シントーフロン＃１００マイルド中塗

（ふっ素樹脂塗料用中塗）

上塗：ＮＹポリンＫマイルド上塗

（ポリウレタン樹脂塗料上塗）

シントーフロン＃１００マイルド上塗

（ふっ素樹脂塗料上塗）

長期耐久性鉄塔補修用塗料『ガルバタワーＬＬ』

（特長）
・超長期の耐久性を有しています。

亜鉛めっきに対して安定した付着性を有する特殊変性エポキシ樹脂塗料

「ガルバタワーＬＬ下塗」に耐候性に優れるふっ素樹脂塗料「ガルバタ

ワーＬＬ上塗」を組み合わせることにより、防食性・景観性に優れた超

長期の耐久性を確保します。

・適性範囲の広い塗装システムです。

経年劣化した亜鉛めっき面や鋼材面および旧塗膜適性に優れています。

・省工程システムです。

「ガルバタワーＬＬ下塗」と「ガルバタワーＬＬ上塗」の２コートシス

テムです。

「ガルバタワーＬＬ」システムは、長期の保護性能で亜鉛めっき鉄塔の延命化

を図ります。

（ラインナップ）
・ガルバタワーＬＬ下塗（特殊変性エポキシ樹脂塗料）

・ガルバタワーＬＬ上塗（ふっ素樹脂塗料上塗）

公共の鉄構造物や大型プラント、鉄塔など腐食条件の厳しい鋼構造物には防食・防錆、美観が求められます。

速乾性、塗装の省工程化、ミニマムメンテナンスのニーズおよび塗装作業者の安全衛生に配慮した環境対応形塗料を提供して

います。
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速乾水性遮熱カラー舗装材『ＳＰリフレクターＷ』

【道路用塗料分野】
路面標示・区画線などに使用する路面標示用塗料には美観の向上だけでなくドライバーの視認性が重要視されます。視認性の

良い路面標示用塗料をはじめ、カラー舗装用塗料を提供しています。

施工時の交通規制短縮のための速乾性や摩擦力を向上させるすべり止め機能、路面温度の上昇を抑制する遮熱塗料

などの環境および安全に配慮した製品を提供しています。

水性常温型路面標示材『シントー水性ライナー＃２０』

（特長）
・乾燥が速く、施工時間の短縮、低温時の施工が可能です。

・ローラーで簡単に施工できます。

・１液水性塗料なので、引火性がなく安全に使用できます。

・アスファルト、コンクリートに塗装できます。

・白色硬質骨材を混合するため、防滑仕上げになります。

・色は１３種類設定しています。

「ＳＰリフレクターＷ」は、太陽光の近赤外線領域の波長を効率的に

反射する特殊な顔料を配合し、アスファルト舗装などの路面温度の上

昇を抑制する速乾性の水性遮熱カラー舗装材です。

（用途）
・歩道、自転車道、公園などの遮熱カラー舗装

・遊園地等レジャー施設の遮熱カラー舗装

（特長）
・乾燥が速く、早期の交通開放が可能です。

・柔軟性に優れ、下地アスファルトへの追従性が良く、はがれ・ひび割れ

を起こしにくく、耐久性に優れています。

・塗膜は黄変が少なく、長期にわたり白さを保ちます。

・水性塗料のため、溶剤臭・引火の危険がなく安全です。

・ガラスビーズを散布することで再帰反射効果を有します。

・ローラーや専用塗装機（ハンドマーカー）で施工できます。

「シントー水性ライナー＃２０」は、ＪＩＳ　Ｋ　５６６５　１種Ａに適合す

るアクリルエマルション塗料で、従来の溶剤形とは異なり、水性塗料のため

非危険物で保管や運搬上も安全です。

また、揮発性有機溶剤含有量が５％以下のため、グリーン購入法特定調達品

目である低揮発性有機溶剤形の路面標示用水性塗料に相当します。

（用途）
・路面標示、区画線

・駐車場、工場、倉庫、構内の線引き



槽内循環ポンプによる常時撹拌が必要です。
・無撹拌状態では顔料が沈降します。

（顔料は密度が大きく、粒子径が大きいため）

12

省エネ･省工程カチオン電着塗料『シントーサクセードＥＣＯシリーズ』

特　　長 ライン非稼動時に浴液塗料・水洗水の攪拌を停止可能で、ポンプの使用電力を大幅に低減できます。

塗料設計 特殊な顔料分散技術および分散安定化技術により、顔料沈降防止と再分散性を高いレベルで両立しています。14日間の無

撹拌状態（黒色系）でも顔料沈降は、ほとんど無く再分散性も良好です。

用　　途

従来の電着塗料は、

（ラインアップ）
[下塗用エポキシカチオン電着塗料]
＜２液タイプ＞
・シントーサクセード＃８０Ｖ ＥＣＯ：標準温度焼付型

・シントーサクセード＃８０Ｖ-１５ ＥＣＯ：低温焼付型

＜１液タイプ＞
・シントーサクセードＣ－ＥＤ＃１００ ＥＣＯ：低温焼付型

[省工程アクリルカチオン電着塗料]
・シントーサクセード＃３５００ ＥＣＯ：低温焼付型

・シントーサクセード＃３７００ ＥＣＯ：低温焼付超厚膜型

電気製品、建築資材、自動車部品

高耐久形アルミ建材用電着塗料『エスビアＥＤ ＡＬ－ＨＤシリーズ』

特　　長 ・サンシャインウェザーメーター(ＳＷＯＭ) ５０００時間で、光沢保持率８０％以上。

・塗膜硬度が鉛筆硬度で４Ｈ～５Ｈであり、耐スリ傷性に優れます。

・耐薬品性は従来品の２倍の性能を有します。

塗料設計 アクリル成分中に特殊モノマーを導入した樹脂を自社開発し、高耐久化を達成しています。

用　　途 アルミ建材

神東塗料は、電着塗料のパイオニアとして、電着塗装の特性を活かし、市場ニーズにマッチした塗料を開発し、実績を積み重

ねてきました。

最近では、地球環境への配慮や塗装コスト低減の観点から、塗料撹拌にかかる電力使用量を大幅に削減できる環境に優しい

“Earth Conscious”省エネ型電着塗料「シントーサクセードＥＣＯシリーズ」を提供しています。

また、アルミ建材用電着塗料では、従来品に比べ塗膜を高耐久化した電着塗料を開発し、お客様から好評を得ています。

「エスビアＥＤ ＡＬ－ＨＤシリーズ」は、アルミ建材の高耐久化（高耐候性、高耐キズ性、高耐薬品性）を目的として開発されたアルミ

建材用電着塗料です。

※数値が低い程、顔料沈降が少ない（良い）

シントーサクセードＥＣＯシリーズは、

使用電力を大幅に低減できます。
・密度、粒子径の小さな顔料を選定しました。

・顔料の分散の程度を向上しました。

・塗料中での分散状態を安定化させました。

▲アルミサッシ電着塗装（横吊り）

【電着塗料分野】
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用　　途 品　　名

一般屋内用

重防食・水道管関係

低温焼付屋外用

標準
焼付け条件

140℃×20分

120℃×20分

150℃×20分

イノバックス Ｈシリーズ

イノバックス Ｅシリーズ

イノバックス ＰＤシリーズ

イノバックス低温タイプ

地球の温暖化防止が世界規模の緊急課題となっています。地球環境上、ＣＯ2の削減が大きな問題となっていますが、粉体塗装においても

焼付け温度の低温化によるＣＯ2発生量の低減が最大の課題になっています。「イノバックス低温タイプ」は、この問題への神東塗料の解答です。

また、塗装現場を熟知したスタッフが、あらゆるニーズに的確かつ迅速に対応できる体制をとっています。

さらに、セールスエンジニアが定期的に訪問し、塗装等に関するアドバイスを実施しています。

（特長）
・低公害塗料です。

有機溶剤を全く使用しないため、ＶＯＣの発生が極めて少ない塗料です。

・低温焼付けタイプですので、従来型に比べＣＯ2の発生量を低減できます。

・塗装の合理化が容易です。

つきまわり性が良く、１コートで厚膜が得られ、自動化(省人化)しやすい塗

料です。

・コストメリットが得られます。

塗料は回収し、再使用が可能で、無駄がありません。

・高品質塗膜が得られます。

優れた物性強度、耐食性、耐候性を有しています。

目的に応じて、厚膜での高性能化が容易です。また、お客様の要求性能に

応じた各種性能オプションの設定が可能です。

（抗菌、エッジカバー、導電性、発泡抑制、発油性等）

・省資源で地球に優しい塗料です。

容器等のリサイクルにより、資源を有効活用できます。

（ラインアップ）

高エッジカバー形耐食性 粉体塗料『イノバックス Ｐシリーズ 』

神東塗料は、粉体塗料の特性を生かしつつ、さまざまなニーズに合わせた、特

徴的な粉体塗料を開発・上市してきました。

「イノバックスＰシリーズ」は、金属製品のエッジ部を厚くカバーして高耐食性

を実現し、高い耐衝撃性を有する機能性粉体塗料です。

（特長）
・エッジカバー性に優れています。

・塩害耐食性に優れています。

・衝撃性などの物性に優れています。

（用途）
換気扇、空調室外機、道路資材、金属建材等の高耐食性を必要とする製品

エッジカバー状態（断面顕微鏡写真）

一般粉体塗料 長期防食形粉体塗料

【粉体塗料分野】
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２液形ポリウレタン樹脂塗料『タフポリンＨＳ』

工業用塗料では、環境に優しい塗料として水系塗料とともに溶剤形ハイソリッド塗料を提案しています。

溶剤形塗料の塗装設備を変更なくそのまま使用でき、排出されるＶＯＣの削減が可能です。

また、従来の溶剤形塗料についても有害重金属を含まない環境に配慮したタイプをラインアップしています。

【工業用塗料分野】

（特長）
・水銀、鉛、六価クロム、カドミウム等有害重金属を含んでおりません。

・希釈シンナーを含め、標準的な溶剤形塗料に比べ３０％以上のＶＯＣの

削減が可能です。

・２液形ポリウレタン樹脂塗料と同様、耐候性、耐薬品性に優れています。

「タフポリンＨＳ」はハイソリッドタイプの２液形アクリルウレタン樹脂塗料

です。

耐候性が優れているため、屋外機械の上塗り塗料として適しています。

（用途）
・建機、重機の１級部位塗装、産業機械、重電機器

・その他機器類および一般金属用途

（ラインナップ）
・標準タイプ

（光沢８０以上で落ち着いた仕上がり外観が得られます）

・高光沢タイプ

（光沢９０以上で高鮮鋭性の仕上がり外観が得られます）

１液形変性アクリル樹脂塗料『スプラエース ＨＳ』

（特長）
・水銀、鉛、六価クロム、カドミウム等有害重金属を含んでおりません。

・希釈シンナーを含め、標準的な溶剤形塗料に比べ３０％以上のＶＯＣの

削減が可能です。

・防錆性能を併せ持っており、下塗り塗装を必要としない１コートでの塗

装が可能です。

（用途）
・建機、重機の下回り部位塗装、産業機械

・その他機器類および一般金属用途
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労働安全衛生活動

（１）全社安全衛生会議
全社安全衛生会議は、担当役員、各事業所長、事務局で構成され、従業員の健康と安全を確保し、労働災害、事故、

化学物質等による危害を防止すると共に、快適な職場を作るための「安全衛生管理方針」の策定や安全衛生等に関す

る重要事項を審議し、ここで決定された「環境安全衛生に関する全社方針」に沿って各事業所で年間活動が策定され、

各部門で実行されます。

（２）安全衛生委員会
各事業所において、労使より選出されたメンバーと産業医により毎月安全衛生に関する事項を総合的に調査、研究、

審議するとともに構内巡視を行い、職制に対し適切な指導を行い、職場の安全と健康管理等、快適な作業環境の形成

を促進しています。

（３）安全推進委員会
各事業所において、生産、技術、管理の各セクションにて安全衛生に関する診断を毎月行い、職場の安全衛生水準、

職場環境の向上を図っています。

労働安全衛生監査

（１）全社安全衛生監査
神東塗料は、“みんなで守ろう作業手順　ゼロ

災害への第一歩”のスローガンのもと、全社安

全衛生監査を実施しています。生産部門は年２

回、営業・技術・管理部門は年１回実施してい

ます。

監査員は、担当役員、生産本部長を代表とし、

生産技術課長、他事業所代表、労組役員、事務

局の総勢６名で編成し、各事業所を１日かけて、

安全・衛生等の監査・診断を行います。指摘事

項については、直ちに改善し、次回の監査時に

改善状況の報告を義務付けています。

労働災害統計
神東塗料は、「みんなで守ろう作業手順　ゼロ災害

への第一歩」のスローガンのもと、無事故無災害を

目指して、安全教育の充実と５Ｓ活動(整理・整頓・

清掃・清潔・しつけ)等の安全確保に向けた取り組み

を進めており、２００７年度から２００９年度に休

業災害は発生していませんでしたが、２０１０年度

は、休業災害が発生しました。発生した原因は、不

安全行動（危険の看過・省略行為）であり、作業手

順・基準の徹底順守、危険予知訓練の強化、ヒヤ

リ・ハット事例の抽出と横展開を進め、全社を挙げ

て完全ゼロ災に向けた災害防止に努めていきます。

（２）安全衛生パトロール
毎月、事業所長、安全管理者、安全衛生推進者が事業所内をパトロールし、安全衛生に関する指摘および改善確認を

実施しています。

監査風景

神東塗料は、安全衛生は企業活動の根幹をなすものと考え、関係会社も含めてグループ全体で事故や災害を

未然に防止するための活動を行っています。

労働安全衛生【安全衛生報告】



東日本大震災について

神東塗料では千葉事業所、東京事業所、東北営業所の

３ヶ所において、軽微な物的被害が発生しました。幸

いなことに人的被害は発生いたしませんでしたが、東

京事業所においては５５名が帰宅困難になり、事業所

内で一晩を過ごす事態となりました。

その後の対策として、東京事業所では非常食、毛布、

寝袋を購入し緊急時の備えを強化しました。しかし、

今回の震災のような大規模な災害が発生した場合の連

絡体制や支援体制のあり方に不十分な面も見られたた

め、より万全な災害対策が図れるよう、今年度も防災

面を含めた活動に取り組んでいきます。
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保安防災への取り組み

（１）環境防災訓練

神東塗料は、化学物質を取り扱っており、

事故や災害の防止のためにさまざまな活

動を行っています。塗料製造工場の尼

崎・千葉両工場では、毎年、火災・漏洩

事故を想定した消防訓練を消防署と連携

して実施し、防災意識の高揚および緊急

対応力の向上に努めています。

（２）火災予防訓練

（３）消火器訓練

名古屋事業所は、小規模ながら顧客の指定

する色合いに塗料を仕上げる調色工場があ

ることから、防災意識の高揚のため、春の

火災予防運動に併せて消火器訓練を実施し

ています。

（４）自衛消防隊消防操法大会

尼崎事業所では、尼崎防火協会北支部と尼崎自衛消防隊連絡協議会が主催する自衛消防隊消防操法大会に毎年参加していま

す。放水操法と消火器の部があり、昨年度は、消火器の部で準優勝しました。

環境防災訓練（尼崎事業所） 環境防災訓練（千葉事業所）

火災予防訓練（東京事業所） 消火器訓練（名古屋事業所）

放水操法の部 消火器の部 消火器の部　準優勝

千葉事業所

東京事業所

東北営業所

(仙台)

被害状況

人的被害

なし

なし

（但し、５５名が帰宅困難に）

なし

建屋配管等の軽微な損傷

建屋外壁の軽微な損傷

屋内キャビネット・机

の転倒等。

復旧に１ヶ月程度要す。

物的被害

東日本大震災の被害状況

保安防災【安全衛生報告】
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品質保証会議は、代表取締役を議長とし、担当役員、事務局で構成され、定期的に開催されています。

この会議では品質、安全、衛生及び環境に関する当社の活動実績及び計画を報告し審議しています。

品質保証会議

顧客からの品質クレーム（苦情）に迅速に対応するために、苦情処理規定を定めて運用しています。

また、尼崎、千葉事業所において、品質環境部長を委員長とし、関連部門の代表者（生産・技術・資材・営業・品質管理）をメ

ンバーとする地区品質委員会を定期的に開催しております。

この委員会では、品質クレームに関する事項を総合的に調査、研究、審議し、製品の品質向上および関連する業務の改善に結び

つく活動を行っています。

クレーム（苦情）への対応

神東塗料は、品質マネジメントシステムの国際規格であるＩＳＯ９０００シリーズについても１９９７年７月にＩＳＯ９００２

を尼崎事業所で認証を取得し、その後、拡大審査を受審し、２００３年にＩＳＯ９００１を全事業所（尼崎・千葉・東京・名古

屋）で認証取得しました。

そして、顧客が満足する安全で高品質の製品を継続的に提供できるよう取り組んでいます。

品質マネジメントシステム（ＩＳＯ９００１）

登録日

尼崎事業所
1997年

7月7日

登録番号

JCQA-0239

審査機関

日本化学キューエイ

全事業所
2003年

2月17日
JCQA-0239 日本化学キューエイ

ISO 9001 認証書・付属書

（１）内部品質監査
内部品質監査は、ＩＳＯ９０００シリーズの認証取得時から

定期的な取り組み状況の確認と、品質に関する意識の一層の

醸成を目的に年２回実施しています。初度始めに各組織単位

で設定された「品質目標および実施計画」の取り組み状況に

ついて監査しています。

品質マネジメントシステムは、環境マネジメントシステムと

同様にＰＤＣＡサイクルをまわし、継続的に取り組むことが

重要であり、ＩＳＯ９００１内部品質監査は、社内活動全般

における品質を一層向上させる手段として活用しています。

項目

対象部門数

内部監査員数

軽欠点指摘

件数 コメント

２０１１年度

上　期

４０

４６

２

１０

４１

４６

４

７

下　期

内部品質監査の実施状況

２０１１年度

第３回維持審査

軽欠点　：０件

コメント：２件

外部品質審査の実施状況

（２）外部品質審査
外部品質審査は、３年毎に実施される更新審査と１年毎の維

持審査があり、全事業所ともに認証取得を継続しています。

全事業所において規格の要求事項に従った品質マネジメント

システムを確立し、運用することにより顧客の要求および期

待を満足させ、製品品質の向上と事業の発展に結びつけてい

ます。

品質保証体制【安全衛生報告】
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イエローカード
神東塗料は、万一物流事故が発生した場合に備え、運転手にイエロ

ーカードを携帯させ、緊急時に迅速に対応できるよう教育を実施し

ています。

また、少量容器での多品種輸送の場合、イエローカードで対応でき

ないことがありますので、当社は「容器イエローカード方式」を採

用し、製品ラベルに国連番号、指針番号(応急処置)を記入しています。

法令に定められた内容を表示したラベルを製品に貼付して、使用者に安全な取扱いのための注意喚起をしています。

イエローカード
イエローカードとは、化学製品を輸送する乗務員が、事故時等において乗務員あるいは

近くの代行者が迅速な対応を図ることができるように、事故時の措置及び連絡・通報先

等を記載した緊急連絡カード(黄色の用紙)の通称です。記載項目には、事故時の応急処

置、緊急通報内容、緊急連絡先、漏洩飛散、火災、発火時の処置法、及び救急措置法等

が記載されています。

ＳＤＳ
（Safety Data Sheet）

製品安全データシートの略。化学品に関わる事故を

未然に防止することを目的に、環境に対する影響や

安全性、取り扱い方法を記載したもので、化学品供

給者から使用者、取り扱い事業者に配付されます。

ＧＨＳ
（Globally Harmonized System）

世界的に統一されたルールに従って、化学品を危険

有害性の種類と程度により分類し、その情報が見て

わかるよう、ラベルで表示したり、ＳＤＳを提供し

たりするシステムのことです。

ＳＤＳ
神東塗料は、改正労働安全衛生法に対応したＳ

ＤＳを２００７年１０月より発行しています。

原料等の組成データをデータベース化し、調色

品においても即座にＳＤＳを作成し、顧客、代

理店の皆様に提供できる体制を整えています。

※２０１２年３月発行のＪＩＳ　Ｚ　７２５３によ

り従来ＭＳＤＳ（Material Safety Data Sheet）と

表現したものがＳＤＳに改められました。

製品ラベル

地球環境を守るために、環境負荷の少ない商品を購入するグリーン調達の必要性が高まってきており、神東塗料はこれまで

も「さわやかな環境の提案」を企業指針として取り組んできました。なお、原材料や包装材料などについて「品質、安全、

環境に関する経営基本方針」 に基づいた当社の趣旨をご理解いただいた上で、お取引先様との協同によりグリーン調達を

進めていきます。このグリーン調達を実践するために、当社ではその基準となる「グリーン調達基準書」を作成しておりま

す。ご理解とご協力をお願いいたします。 (http://www.shintopaint.co.jp/purchase/index.html)

化学物質の安全管理[グリーン調達]

危険有害性の絵表示

神東塗料は、製品を安全にご使用いただくため、国際的な基準であるＧＨＳに基づきすべての製品のＳＤＳ

を随時更新し、最新版を顧客、代理店の皆様に提供しています。ＳＤＳは、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、

毒物および劇物取締法などにより提供が義務付けられています。

また、容器ラベルは、ＳＤＳシステムと連動させることにより、製品の内容・危険性・取り扱い方法等を的

確に表示する様、随時見直しています。

さらに、製品輸送時の安全確保のため、輸送者には輸送時に携帯するイエローカードを配付しています。

化学製品の情報提供【安全衛生報告】
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尼崎事業所 千葉事業所

従業員の能力向上は非常に重要です。

各々が課題にチャレンジし成果を上げることや、日々の研鑽が知識、技術、技能の向上につながり、このことが組織全体のパ

ワーアップにつながるからです。当社では、教育制度の充実を図るとともに、社外セミナーや通信教育の受講支援を行ってお

ります。

教育制度の充実

定年退職者のもつ経験および知

識を活かすために、労使協定の

基準により、６０歳以降も健康

で働く意欲のある従業員に関し

ては、継続雇用制度を設けてお

ります。

高齢者雇用への対応

従業員、地域との関わり【安全衛生報告】

年　度 ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

６０歳以上常用雇用者数の推移

常用雇用者数 ４４ ４６ ４４ ５３ ６０

障がい者の方の雇用について

は、職場環境等の整備を行い、

雇用を推進していきます。

障がい者雇用への対応

年　度 ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

障がい者雇用率の推移

障がい者雇用率 １.５７ １.５６ ２.０４ ２.００ ２.０２

仕事と育児の両立を支援する職

場環境の整備を行い、働きやす

い職場環境の継続に努めてまい

ります。

育児休業の取得率

年　度 ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１

女性従業員の育児休業取得率の推移

育児休業取得率 １００ ６６.７ － １００ １００

神東塗料は「社会との共存」のため、

さまざまな活動を通じて地域社会との

コミュニケーションに努めています。

尼崎事業所では、地域社会との交流を

目的に毎年１２月に近隣住民の皆様を

招待し、餅つき大会を行っています。

これは、２０年以上前から継続して行

っており、毎年、約１００名の方が参

加されます。

地域社会との交流

「さわやかな環境の提案」のスローガ

ンのもと、事業所周辺の美化、清掃等

の地域環境美化運動を定期的に行い、

きれいで、さわやかな街づくりに協力

しています。

事業所周辺のクリーンアップ活動



千葉事業所

当 事 業 所 は 、

１９４０年（昭和

１５年）に操業を

開始し、現在は名

神高速道路の尼崎

インターのすぐ北

側、周囲を住宅地

域に囲まれた立地

となっています。

２００２年に

ＩＳＯ１４００１の認証を取得し、「さわやかな

環境を創造するまちづくり」の実現を目指

す尼崎市と２００６年に「環境保全協定」を締

結しました。今年度（２０１２年）、当事業所は

「安全功労者総務大臣表彰」を受賞しました。

今後とも、引続き「安全・防災」意識の高

揚及び法令順守に努め、地域住民への環境

負荷低減に向けた取組を進めていきます。

また、周辺町内会を対象とした「年末餅つ

き大会」「町内会行事の協賛」及び「事業所

周辺の清掃」等、地域住民の皆様とのコミ

ュニケーションに努めていきます。

20

事業所サイトレポート

尼崎事業所

所 在 地

電話番号

操業開始

敷地面積

従業者数

事業所環境方針
<スローガン>

“資源を大切に！
目指そう優しい環境作り”

コミットメント

光原事業所長

環境パフォーマンス

所 在 地

電話番号

操業開始

敷地面積

従業者数

事業所環境方針
<スローガン>

“資源を大切に
目指そう豊かな環境作り”

コミットメント

当事業所は、

東日本地域の生産

の拠点として、

１９６５年に千葉

県八千代市工業団

地内で操業を開始

しました。周辺は

工場地域の生産型

環境から、高層居

住地域の生活型環

境へと大きく変貌してきました。

「資源を大切に　目指そう豊かな環境作

り」をスローガンに、２００１年ＩＳＯ

１４００１の認証を取得、コンプライア

ンス（法令順守）を徹底し、資源を大事

に使いながら、安全第一で安定操業でき

るよう環境保全に努めています。

リサイクル・省エネ・産業廃棄物の削

減等、環境負荷の低減に取り組むととも

に、地域の清掃や事業所周りの清掃等の

３Ｓ活動を通して、地域共存に向けた環

境改善運動も進めています。

環境パフォーマンス

井上事業所長



21

東京事業所

所 在 地

電話番号

操業開始

敷地面積

従業者数

事業所環境方針
<スローガン>

“資源を有効に
地球にやさしく さわやかに”

コミットメント

当事業所は、

１９８９年に操業

を開始し、東日本

地域を主に担当す

る営業部門と技術

部門で構成されて

います。

２００２年２月

にＩＳＯ１４００１

の認証を取得し、

「資源を有効に　地球にやさしくさわやか

に」をスローガンに掲げ、資源の有効利用

と省エネ推進さらに製品、サービスが環

境に与える影響を的確に把握し、環境負

荷の評価と低減を継続的に取り組み、環

境改善活動、環境保全に努めております。

当事業所の全部門は環境・安全に配慮

した製品の提供、環境に関する法令・規

則の順守、そして行政・地域とのコミュ

ニケーションに努めながら環境改善活動

を推進しています。

環境パフォーマンス

橋本事業所長

名古屋事業所

所 在 地

電話番号

操業開始

敷地面積

従業者数

事業所環境方針
<スローガン>

“資源を大切に
目指そう優しい環境作り”

環境パフォーマンスコミットメント

当事業所は、

名古屋市の南に位

置し、愛知・岐

阜・三重等の東海

地区をテリトリー

とする営業部門と

お客様から指定さ

れた色合いに塗料

を仕上げる調色工

場があります。

周囲には一部、住宅も隣接しており無

事故・無災害を第一とし、安全操業に努

めています。

当事業所は「資源を大切に　目指そう

優しい環境作り」をスローガンに掲げ、

省エネの推進、産業廃棄物の削減等を目

標に、環境負荷の低減、環境保全に事業

所全員で継続的に取り組んでいます。

地域の皆さまとは、町内会が主催する

清掃活動等に参加し、コミュニケーショ

ンを図りながら継続的に環境改善活動に

取り組んでいます。

大前事業所長
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